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シュタルトとして発生したということである。し
かし③の意味での「うまく行く」というと少し意
味が変わってくる。②の意味での技が「できた」
場合でも今までより「うまく行った」からできた
のであるが、それは当然完全なできばえではなく、
更に良く「できる」形態があるのである。そこで
もっと良く「できた」時にまた「うまく行った」
ということができる。つまり③の意味で「できる」
を考えると、技が習熟していく過程において数多
くの「できる」段階があるということになる。
また、け上がりが上がれない、すなわちまだ技と
して発生していない段階であっても③の意味から
であれば「できる」ということは可能である。 1
つの技を行うためにはいくつかの技能が必要であ
り、その技能の 1 つは i できる」が他の技能が身
についていないために、技全体としては i できな
い」場合がある。或いは、その足りない技能を何
らかの方法で外から補ってやると、技として l で
きる」ことがあ〖，
} ；＇と；ら ;f; 積；、炉‘ i \，ヽて技が l できる」＇•ヤ t
うここは、 1 -） 0)に切りを境に！できる」 i'ｷｷ.ｷ: 
ない」に 2 分さわるということではなく、との皆
熟段階でも有り得る、多くの階嘔性を＋弓,_-]ている
のである。
l!I I できる」の階層的把振のための諸認識
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が、鉄棒運動としては全く発甲性切、ない拐’！き. ;'-ぁ
り、反動や振動を使って勢いよく行う逆上がりの
方が「うまく行った」逆上がりであると評価され
る。すなわち運動経過に経済性を求めているので
ある。
2. 運動経過における質の把握
運動経過の経済性を把握するためには、運動経
過に現れる諸徴表、すなわち運動質の把握が必要
となる。
マイネルは運動質を評価するための運動経過に
おける本質的諸徴表を次のようなカテゴリーに分
けている 3) 0 
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調和
b) 力動的諸徴表：運動リズム、運動の流動、
運動の弾性、
運動 0J伝導
C) 心理的立場からの諸徴表：運動の正確さ、
運動の先取り
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技の習熟過程、すなわち「できる」段階を運動
協調の良否として捉え、運動モルフォロギーの視
点から見て評価することがその技を本質的な「で
きる」ことへと導くための前提となるであろう。
士．技の発生以前の段階
運動がまとまりを持った基礎図式として成立し
ていない、いわゆる「できない」場合にもより細
でい階層の認識がなければならない。 「できる」
までに多くのステップを作り、 「できない」レベ
; ：こも多くの段階があることを学習者に認識させ
ておかないと、負の評価のみ与えられることにな
り学習者の意欲を低下させることになる。
この「できない」段階の練習としては、技を部
分，こ分けて練習する分習法や割助者を用いる方法、
まいは不足した技能を補うために特殊な場を設定
する方法などがある。また、その技の構造的本質
を理解した上で、多くの予備的な運動を課題とし
て提示することも有効である。しかし分習法を用
．た場合、分習されたそれぞれの部分を単純に組
み合わせただけで全体の技ができると考えるのは
匡りである。 1 つの技には全体としてまとまりを
亨った運動構造があるので、部分を統合する際に
,;:夜の全体構造を考えた上で行う必要がある。
更こ器械運動の技には運動類縁性による技の系
芝芝｛本系があるので、ある 1 つの技が次に発展す
三夜の予備技となり得る。たとえばマット運動の
―、鴫三膝前転」を目標技として設定した場合、その
言段階の技である「前転」は重要な予備技となる。
実際の指導方法としては多くのやり方があるが、
巨環とする技の構造や体系的知識からスモールス
ニノプの目標を作り「できる」段階を数多く設定
することが望ましい。
h 技の解釈について
前車では技が「できる」ことについて多くの段
者があることについて述べた。この章では、技そ
こものの解釈の仕方によって「できる」ことが変
わる可能性がある、という視点から、器械運動の
芸ッつ正しい解釈に必要な考え方について述べてみ
一般に器械運動の指導では、教師が技の運動経
過の細かい部分まで規定しそれに向かって指導を
進める場合が多い。すなわち技の「かたち」を規
定し、その「かたち」に当てはめることができれ
ば「できた」という評価を与えるというものであ
る。特にマット運動の技のような、技の発生がは
つきり捉えにくい場合にこういった指導がなされ
ることが多い。例えば前転はできるだけ体を丸め
てポール状にしなければいけないとか、開脚前転
は大きく脚を広げた方が良い実施であるとか、後
転を行う際には手を顔の両側に「ウサギさんのよ
うに」構えて指先の方から手のひらをマットにつ
かなければいけないと言ったようなことである。
この様なことは技術的観点からは間違ったことで
あったり、技の課題性からは特に関係がなくどの
様に行っても良いことであったりする。むしろ、
細かな規定が本来の課題解決を難しくしている可
能性もある。
すなわち、技が「できる」ことの判定を正しく
行うためには、その技の課題性や正しい運動技術
などの諸情報から、技の本質を把握していなけれ
ばならないのである。
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V まとめ
器械運動において技が「できる」ということに
は多くの階麿があり、 「できる」ものとしての 1
つの固定された運動形態が存在することではない。
更に技が「できる」ことを判断する場合には、ま
ず器械運動の特性を的確に捉え、その運動経過に
おける質による評価が最優先されなければならな
い。そのためには運動の学習過程における諸位相
の徴表を把握し、そこからの正しい評価が必要と
なる。また行われた結果として「できない」場合
でも、その運動経過に不足している技能を習得さ
せるための、前段階の予備運動を課題として与え
るとか、系統的に前の段階の技の習熟度の高める
などして、 「できる」段階を多く設定することが
大切である。
またもう 1 つの「できる」判断の視点として、
技の解釈が重要である。技の課題性や運動技術の
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正しい認識がないと、 「できる」評価基準が根底
から変わってしまう可能性がある。
最後にこういった「できる」解釈をした上で正
しく技を評価するためには、教師の運動観察能力
や、運動経過における運動リズムなどの力動的な
面を把握するための運動共感能力などが必要とな
ることを付け加えておきたい。
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